プロウログアニリンの立体構造形成機構の解明 by 山崎 悠平
2010 年度 修士論文要旨 
プロウログアニリンの立体構造形成機構の解明 
   
関西学院大学大学院理工学研究科 




アニリンの N 末端側に 70 アミノ酸残基のプロペプチド領域を持つ前駆体タンパク質であ















































次に，天然型および異性体 2 の構造情報を得るため多次元 NMR 測定を行った。天然型
の HSQC スペクトルの測定を行い，主鎖の NH 由来である 84個のピークを確認した。各
スペクトルの情報より 17番目の Lys から 23番目の Ala の配列部分のピークを帰属した。
さらに，異性体 2 の HSQC スペクトルの測定を行い，主鎖の NH 由来である 78個のピー
クを確認した。異性体 2 と天然型の HSQC スペクトルの比較により，帰属を付けたプロペ
プチド領域部分のピークは大きくシフトしておらず，立体構造に大きな変化はなかった。
今後，より多くのピークを帰属することで異性体 2 から天然構造への構造変化を構造学的
視点から解明する鍵になると考えられる。 
本研究により得られた成果は，タンパク質の構造形成において，ジスルフィド結合に着
眼したフォールディング中間体を単離し性質づけた点から，タンパク質のフォールディン
グ機構を解明する重要な知見の獲得に繋がったと考えられる。 
 
